
当社グループの2023年度決算および2024年度業績予想をお知らせします。
2023年度は4期連続の増益となり、中期経営計画「未来共創プラン ステージⅢ（2023年度～2026年度）」

の初年度としてまず順調なスタートを切ることができました。2024年度はこの動きを拡大し、最終年度のKPI
達成に向けて加速していきます。

業績

2023年度の業績は、連結経常利益が前年比15億円増加の
311億円、親会社株主に帰属する当期純利益が前年比9億円増
加の213億円となりました。地域課題の解決を通じて、融資
や投資などで金利収入をいただくアセットビジネス、コンサ
ルティングなどで手数料収入をいただくフィービジネスの双
方を拡大することができました。

公表利益を達成するとともに、4期連続で前年比増益という
結果となりました。まずはステークホールダーのみなさまへ
一定の成果をお示しすることができたと思っております。

2024年度の親会社株主に帰属する当期純利益は240億円を予想しています。前年比27億円の増益であり、5期連続の増益を目
指します。

地域課題の解決を通じたアセットビジネス・フィービジネスの拡大を継続していくとともに、人的資本投資やイノベーション関
連投資などの将来に向けた戦略投資を加速させていきます。

また、2024年度はこれまでおこなってきた仕込みの成果が着実に発揮される期になります。2023年度の下半期から実施した戦
略的なアセット積上げは資金利益などに寄与し、イノベーション関連投資はこの後ご紹介するちゅうぎんDX戦略の策定・実行に
繋がっていきます。これらの仕込みを活かしながら、現中期経営計画のKPI達成に向けて取組んでまいります。

2023年度
実績

2024年度
予想 増減

連結経常利益 311 345 34
親会社株主に帰属する
当期純利益 213 240 27

〈参考：中国銀行単体〉

コア業務粗利益 843 931 88
経費（△） 528 560 32
コア業務純益 314 370 56
 うち 与信費用（△） 85 96 11
 うち 有価証券関係損益 48 42 △6
経常利益 266 314 48
当期純利益 184 222 38

2023年度決算

2024年度業績予想

コンサルティング営業を起点とした資金ニーズの取込みに
より、地元事業性・個人ローンを中心に全社的にアセットを
積上げることができました。特に下半期からは、リスクテイ
ク余力を活用してアセットの積上げを戦略的に実施しており、
邦貨貸出金利息の増加につなげることができております。

国内外での金利上昇は我々の有価証券運用にも影響を及ぼし、債券の含み損が拡大しました。しかしながら、アセットスワップ
の取組みや株式・投資信託などの他資産で十分な含み益を形成できたことにより、債券の含み損はカバーできております。金利急
騰の初期からポートフォリオの入替を前倒しで実施できたことで、さらなる金利上昇を見据えて足元では邦貨・外貨ともに債券デ
ュレーションも改善できております。

持株会社体制の強みを活かして幅広いソリューション提案が可能になりました。法人ソリューション関連収益は、為替相場の変
動を背景に2022年度大きく伸びたデリバティブ手数料の反動があるものの、ビジネスマッチングなどの仲介手数料やシンジケー
トローンの手数料が増加しています。預り資産関連収益は、好調なマーケット環境を捉えて堅調に増加しています。

グループ会社収益は、法人ソリューション関連収益・預り資産関連収益ともに伸びています。1年半が経過した持株会社体制の
効果が徐々に現れています。

⃝ アセットビジネス

⃝ 有価証券

⃝ フィービジネス

親会社株主に帰属する当期純利益（FG連結）

邦貨貸出金利息（中国銀行単体）

法人ソリューション関連収益（FG連結） 預り資産関連収益（FG連結）

評価損益（中国銀行単体）（単位：億円）

ちゅうぎんフィナンシャルグループ連結（単位：億円）親会社株主に帰属する当期純利益（FG連結）

債券デュレーション（中国銀行単体）
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● 邦貨債券　● 外貨債券（年）2023/3末 2024/3末

前期末比
合計 424 855 431

有価証券 462 745 283

満期保有目的 1 △0 △1

その他有価証券 461 746 285

　うち株式 392 732 340

　うち投信 259 484 225

　うち外貨債券 △117 △172 △55

　うち邦貨債券 △66 △302 △236

アセットスワップ △38 110 148

外貨金利スワップ △12 63 75

邦貨金利スワップ △26 46 72

※1 �リースの粗利益および、カード、ヒューマンイノベーションズ、Cキューブ・コ
ンサルティングの営業収益の合計（内部取引控除後）

※2 �役務利益に計上される投資銀行業務

※ 証券、アセットマネジメントの営業収益の合計（内部取引控除後）
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